











　前稿（國分 2019b）では陝西版『説日語』の既存の海賊版 3種（a1，西北偽装版 2種：
偽 a，偽 b）に新出の 2種（a2，b）を加えた五つのテキストを分析し，その特徴や相互
の関係について以下の点を明らかにした。
　①既存の a1 と新出の a2 は，字句やレイアウトが一致し，共通のインク汚れも多く見ら
れることから両者は継承関係にあり，また a2 の方が手書き箇所が増えていることから，
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誤植の殿堂『説日語』　51
正規版 海賊版
A1，A2，C，D B0，B2，B3，B1 a1，a2 b，偽 a，偽 b













A1，A2，C D B0，B2，B3 B1
p. 196 お果子 お果子 お果子 お果子 お果子
※上表では印字位置が互いに異なる「果」を便宜上，網掛けで示す。
5）　左右が反転した文字
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52
正規版 海賊版
A1，A2，C，D，B0 B2，B3 B1 a1，a2 b 偽 a，偽 b
p. 170 针炙 针 炙 针炙 炙 针炙 针灸 针
※偽 a，偽 bは脱字。
正規版 海賊版
A1，A2，C，B0，B2，B3 D，B1 a1，a2，偽 a，偽 b b
p. 184 窓 窓 （脱字） 窗
正規版 海賊版
A1，A2，C，D，B0，B2，B3 B1 a1，a2 b，偽 a，偽 b
















p. 219 競争 竟争 竞争
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A1，A2，C，D B0，B2，B3，B1 a1，a2 b，偽 a，偽 b
p. 57 音乐 音楽 音乐 音樂




A1，A2，C，D B0，B2，B3，B1 a1，a2 b 偽 a，偽 b
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にもこれと同じ異同が見られ，a1，a2 では“塔”が，b，偽 a，偽 bでは“踏”が使われ
ており，ここから a1，a2 が A1～Dから派生し，b，偽 a，偽 bが B0～B1 から派生した
可能性を読み取ることができる。
正規版 海賊版
A1，A2，C，D B0，B2，B3，B1 a1，a2 b，偽 a，偽 b
p. 93 塔枯西－ 踏枯西－ 塔枯西－ 踏枯西－
※なお bは長音記号が少し長いが，上表では捨象する。
　p. 216「事物所／事務所」も上のデータとよく似ており，「物」と「務」の使われ方から
は，a1，a2 が A1～Dから，b，偽 a，偽 bが B0～B1 から派生した可能性がうかがえる。
正規版 海賊版
A1，A2，C，D B0，B2，B3，B1 a1，a2 b 偽 a，偽 b
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p. 70 67．客人 客人 客人
　また p. 114“（△）现在是 9时 25分。”では B0～B1 の方にだけ頭に三角形の記号がつ
いている。一方海賊版では a1，a2 には記号がなく，b，偽 a，偽 bには記号がついている。
これもまた a1，a2 が A1～Dから派生し，b，偽 a，偽 bが B0～B1 から派生した可能性
を示している。
正規版 海賊版
A1，A2，C，D B0，B2，B3，B1 a1，a2 b 偽 a，偽 b




派生した可能性が高いが，このデータで a1，a2 と一致する増補版は Cしかない。した
がってこのデータから a1（と a2）の底本がCだった可能性を読み取ることができる。
正規版 海賊版
A1，A2，C D，B0，B2，B3，B1 a1，a2 b，偽 a，偽 b




　表からは a1，a2 が先ほどと同じく「増補版」のうち Cとのみ一致することが分かる。
さらに b，偽 a，偽 bは上述のように B0～B1 から派生した可能性があるが，このデータ
ではそのうちの B1 としか一致せず，これは b，偽 a，偽 b の底本が B1 だった可能性を
示している（6）。
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56
正規版 海賊版
C，B2，B3 D，B1 a1，a2 b，偽 a，偽 b





















C，B2，B3 D，B1 a1，a2，偽 a，偽 b b
p. 183 道―糟 道―糟 道―糟 道－糟
　また p. 234「電氣／電気（スタンド）」では，A1～Dと b，偽 a，偽 bが「氣」を用い
ている。しかし a1，a2 の「气」は「氣」の簡体字であるし，B0～B1 の「気」から「气」
や「氣」を連想するのも難しいことではないため，A1～Dと b，偽 a，偽 bの間にだけ関
連性を認めることには躊躇せざるを得ない（7）。
正規版 海賊版
A1，A2，C，D B0，B2，B3，B1 a1，a2 b，偽 a，偽 b
p. 234 電氣 電気 电气 電氣
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a1 と a2 は C, D から，b，偽 a，偽 bは B2，B3，B1 から派生した可能性が高いことが明
らかになった。さらに，根拠となるデータが少ないため断定はしにくいが，a1（と a2）
は Cを底本に，b，偽 a，偽 bは B1 を底本に作られた可能性があることも分かった。
　これらの考察結果を図示すれば以下のようになる。
a1 a2
A1 A2 C D
B0 B2 B3 B1
活字にルビ線を加えた
共通版下
b 偽 a，偽 b
注
（ 1 ）  正規版については，國分 2017 に当時存在が分かっていた 6種のテキストの異同を一覧表に
まとめてある。
（ 2 ）  國分 2017 の p. 6 に一部の正規版の画像を載せてある。
（ 3 ） 「窓／ 窓」「発／ 発」は海賊版に一致するものがないので，いずれにしても考察対象から外
れる。

















線の有無に関して bは B1 ではなく C，Dと一致している（後掲の対照表も参照のこと）。
正規版 海賊版
C，D B2，B3，B1 a1，a2 b 偽 a，偽 b
p. 155 俄阿 俄⌒阿 俄啊 俄阿 俄⌒阿




















A1，A2 C D B0 B2，B3 B1 a1，a2 b 偽 a，偽 b




























































































































































































































93 塔枯西－（タクシー） 塔枯西－ 塔枯西－ 踏枯西－ 踏枯西－ 踏枯西－
塔枯西－
※ “塔”＝A 1 , 
A2, C, D
踏枯西─
※ “踏” ＝B 0 , 
B2, B3, B1
踏枯西－





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A1，A2 C D B0 B2，B3 B1 a1，a2 b 偽 a，偽 b



















































































































（注）正規版のA1と A2，B2 と B3，海賊版の a1 と a2，偽 aと偽 bは互いの内容がほぼ同じなので，それぞれ 1列にまとめる。
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